
かつらぎ町における公共交通の地域別の問題点（仮説）

JR和歌山線 23.0往復/日

コミバス新城花園コース 4往復/日

コミバス天野コース 5往復/日

コミバス通院コース 3往復/日

➢ 駅と目的地となる施設が離れている。
➢ 紀の川沿いの移動（国道24号・JR）が

しづらい。
➢ 駅でJRとコミュニティバスやデマンド型

乗合タクシーの接続が図られていない。
➢ 駅等での他の交通手段等への案内が

分かりにくい。
➢ 妙寺地区ではスーパーが撤退して買い物

に不便が生じている。
➢ 町内の2中学校では、学校から部活の

練習場所まで保護者が送迎している。

デマンド型乗合タクシー
四郷ルート 3往復/日

デマンド型乗合タクシー
笠田西部ルート 3往復/日

デマンド型乗合タクシー
河南西ルート 3往復/日

デマンド型乗合タクシー
河南東ルート 3往復/日

デマンド型乗合タクシー
妙寺ルート 3往復/日

➢ 中心市街地地域までの移動を担うデマンド型乗合タ
クシーが谷筋沿いの運行であり、利用できない地域
（交通空白地）がある。

➢ 交通空白地において高齢者の居住がみられ、今後も
この傾向が継続する見込み。

➢ デマンド型乗合タクシーは買い物や通院の需要と
ダイヤが合っていない。

➢ デマンド型乗合タクシーの存在が知られていない。
➢ 妙寺・笠田地区の縁辺部ではスクールバスが使えず

に保護者の送迎で通学している小学生がいる。
➢ 高校進学に伴いスクールバスに乗れなくなり、駅ま

で送迎してもらう必要がある。
➢ 串柿のシーズン（11月初旬～中旬）に観光客が四郷

地区の生活道路へ車で来訪しており、生活を脅かし
ている。

➢ 農産物の出荷を車で行うことが難しい人がいる。

➢ コミュニティバスやデマンド型乗合タクシーが谷筋沿い
を運行しており、停留所まで遠いために利用できない地
域（交通空白地）がある。

➢ 交通空白地において高齢者の居住がみられ、今後もこの
傾向が継続する見込み。

➢ 観光施設周辺で公共交通が運行されておらず、公共交通
でのアクセスが困難な施設がある。

➢ コミュニティバスのフリー乗降区間が設定されているが、
案内が分かりづらい。

➢ デマンド型乗合タクシーの存在が知られていない。
➢ 住み心地の良い環境を求めて移住してきた人の子供世代

が、高校進学に伴って駅まで送迎する必要が生じ、移動
に苦労する場合がある。

➢ 農作物の出荷を車で行うことが難しい人がいる。

➢ 中心市街地までの移動に際し、町外を経由していく必要
があり、時間が掛かる。

➢ コミュニティバスが運行しているほかにスクールバスも
運行されており、重複している。

➢ ふれあいサービスが始発・終発便に対応しておらず、
利用者は停留所まで送迎してもらう必要がある。

➢ 日常の通院は有田川町の病院までふれあいサービスで
行けるが、紀北分院への通院は乗継が必要になるうえ、
乗継も不便である。

➢ 通学の送迎負担が重く、高校から寮生活を選ぶ人もいる。
➢ 社協職員がデイサービスの空き時間にふれあいサービス

を運行しており、柔軟な運行が難しい場合がある。
➢ ふれあいサービスの運行には講習受講が必要であり、

運転できる人数が限られている。

ふれあいサービス
8:30～17:00

●四郷・笠田・大谷・妙寺の中山間地域

●見好・三谷・天野・四邑・志賀・新城の中山間地域

●花園地域

●紀の川沿いの中心市街地地域

資料２



かつらぎ町における公共交通の地域別の課題（仮説）

➢ 東西幹線軸の利便性・回遊性の向上
➢ 交通手段間の連携の促進（ダイヤ面、

情報発信面）
➢ 駅周辺の拠点性の強化
➢ 部活動や習い事などを考慮した公共交

通のサービス設計

➢ 地域全体から中心市街地地域までの移動手段の
確保（中心市街地地域内の移動も確保）

➢ 通学や買い物、通院といった日常需要に対応した
公共交通の運行

➢ 観光需要を踏まえた交通サービスの提供

➢ 高校生が自宅からできるだけ公共交通で高校に通える
環境の創出

➢ 日常の買い物や通院が地域内（あるいは近隣）で完結
できる取組の促進

➢ 南北幹線軸と東西幹線軸の連携による、町中心部への
移動の確保

➢ ふれあいサービスの持続可能性の向上

➢ 地域全体から中心市街地地域までの移動手段の確保
（中心市街地地域内の移動も確保）

➢ 南北幹線軸の維持と連携
➢ 通学や買い物、通院といった日常需要に対応した

公共交通の運行

●見好・三谷・天野・四邑・志賀・新城の中山間地域

●紀の川沿いの中心市街地地域

●四郷・笠田・大谷・妙寺の中山間地域

●花園地域



かつらぎ町において5年後にめざす公共交通のすがたと変化のイメージ

➢ 紀の川沿いの公共交通の便数が多く、
移動がしやすい。

➢ 駅などで案内サインが表示されていた
り、運行情報が発信されていて分かり
やすい。

➢ 送迎に頼らなくても部活や習い事に
行くことができる。

➢ 駅前に目的地が集まり、駅の拠点性が
上がる。

●紀の川沿いの中心市街地地域

●見好・三谷・天野・四邑・志賀・新城の中山間地域

➢ 送迎に頼りすぎなくても、コミュニティバスやデマンド
乗合交通を使って、通学ができる。

➢ 通院や買い物など、自分の生活スタイルに合わせてデマ
ンド乗合交通が使える。

➢ 送迎負担が軽減されて、仕事や自分の時間を持つことが
できる。

➢ 高校生が送迎に頼りすぎなくてもコミュニティバスを
使って自宅から通える。

➢ 日常の買い物や通院は、ふれあいサービスにより、地域
内（あるいは近隣）で済ませることができる。

➢ 大きな買い物や通院は町中心部へ行く必要があるが、
コミュニティバスが維持され、乗継も考慮されている。

●花園地域

●四郷・笠田・大谷・妙寺の中山間地域

➢ 送迎に頼りすぎなくても、デマンド乗合交通を
使って、通学ができる。

➢ スーパーが無い妙寺地区でもデマンド乗合交通で
買い物に行くことができる。

➢ 送迎負担が軽減されて、仕事や自分の時間を持つ
ことができる。

➢ 観光シーズンでも道の駅から四郷地区の生活道路
へ行く車が減り、生活環境が向上する。

小学生：お母さんに迎えに来てもらわな
くても、習い事に一人で行ける！

転入者：かつらぎ町って、意外と
公共交通が便利なんですね。

高校生：寮に入らずに自宅から高校へ
通えるのがうれしい！

観光客：車がなくても、かつらぎ町
の魅力を満喫できました。

現役世代：思ったより送迎しなくて
済みそうで助かったわ。

中学生：部活の帰りも、バスで友達と
一緒に帰れるから楽しい！

現役世代：子どもの送迎のために早く
帰る必要が無くなって助かった。

高齢者：ふれあいサービスがあるから
たいていの買い物（移動販売）や通院
も地域内で済ませられるわ。

高齢者：免許を返納しても、病院に
も買い物にも安心して行ける。

現役世代：子どもの送迎が週に2～3回
減って、時間に余裕ができた。

高校生：バイトも公共交通で行けるから、
「送って」って頼まなくて済む。

農家：公共交通で農産物を道の駅まで
出荷してくれる。遠くまで運転しなく
てよくなって安心した。

高齢者：たまに町の中心まで
行くときも、まちなかの移動
がしやすいから助かるわ。

スーパー：公共交通で来るお客さんが
増えて、高齢者の来店も安定している。
地域の移動手段があるって大切ですね。

医療機関：患者さんの『公共交通での
通院が楽になった』という声が増えた。
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